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（2）石炭セミナー（田川市）（教職員セミナー）

　（8月下旬頃に予定）
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■スペシャルレポート
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■JCOAL活動レポート
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　米国Pittsburghにて開催されたAnnual CCUS（Carbon 

Capture Utilization Storage）Conferenceに出席し、世界の

CCUS技術およびプロジェクトを調査した。本国際会議は

開催地の北米だけでなく、アフ∵

CCUS
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講演題： Re-imagining RD&D Priorities for a Decade of 

Deployment

講演者：Julio Friedmann（Deputy Assistant Secretary for 

Clean Coal, U.S. DOE Fossil Energy）
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　ポーランドエネルギーミッションの訪問を受けた翌週の

6月2日、ワルシャワ　ポーランド経済省ホール（350名収

容）
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　セッション2の石炭資源開発では尼国側からインドネシ

ア全体の探査状況についての説明があり、インドネシアで

生産される石炭の9割がカリマンタンからの生産であり、

スマトラや他地域からの生産量を増加させる必要があると

の説明があった。日本側からは、インドネシアでの持続的

石炭開発のためのクリーンコールタウン事業についての報

告があった。本事業は、経済特区の申請が成されている

Pendopo炭鉱地域における尼側ニーズと日本側技術につい

て評価し、それらをマッチングさせたマスタープランの策

定を行うものであり、今後の協力が示された。

　セッション3の技術開発で尼国側からこれまで実施され

たUBC、CWMといった低品位炭の有効利用技術について
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■フレッシュアイ
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